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ブラジルアマゾンの農場における土地利用図と施設配置図の作成
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Ⅰ　はじめに

地図は地理学的フィールドワークにとって欠か
せないものである．しかしながら，ブラジルアマ
ゾンを含む途上国の諸地域においては，１万分の
１以下の大縮尺の地図が発行されていなかった
り，入手が非常に困難であったりする．そのよう
な地域においてフィールドワークを実施する際に
は，われわれはまず，自分自身で大縮尺の地図を
作成するところから始めなければならない（たと
えば，横山，2001；丸山・仁平，2005；丸山編
著，2011）．一方，GIS・GPS・リモートセンシン
グなどの空間情報技術が近年ますます一般社会に
普及し，簡便かつ汎用的な方法でさまざまな空間
データを扱うためのソフトウェアやツールが開
発・公開されており，それらの使用方法を解説し
た書籍なども出版されている（たとえば，橋本編，
2014；古澤ほか編著，2011）．

著者らは，ブラジルアマゾンの日系農場を対
象に，衛星画像やGIS，GPS を用いた現地踏査に
よって，農場内の土地利用図や母屋周辺の施設配
置図を作成したが（Yamashita and Maruyama, 
2013）， 本 稿 で は，Yamashita and Maruyama 

（2013）では説明しきれなかった，それらの地図
の作成方法について詳しく紹介する．

Ⅱ　研究対象地域の概要

ブラジルの法定アマゾンは，アマゾナス州，パ
ラ州，ロライマ州，アマパ州，アクレ州，ロンド
ニア州，トカンチンス州の北部７州に，中西部の
マットグロッソ州と北東部のマラニョン州の一部
を加えた範囲である（第１図）．そのうちの大部
分を占めるパラ州の州都はベレン，アマゾナス州
の州都はマナウスである．本稿の調査対象地であ
るマウエスはアマゾナス州に位置し，アマゾン川
の支流を南に遡った，マウエス・アスー川の右岸
に位置する．マナウスまではブラジル国内外から
航空機の定期便で入ることができるが，マナウス
からマウエスへの主要な交通手段は水運であり，
ハンモック船に揺られて18時間（帰りはアマゾン
川を遡上するので24時間）かかる．

アマゾンの自然条件としてまず気候を概観する
と，気温の年較差は小さく，月平均気温は約25～
28度で推移している．一方，降水量の年変動は大
きく，概ね月降水量200mm 以上の雨季（12～５月）
と100mm 以下の乾季（６～11月）に大別でき
る．そのため，アマゾン川の年間水位変動も大き
く，年による差はあるものの，10m 内外に達す
る（西澤ほか，2005；松本，2012）．次に地形を
把握するために，マウエス周辺地域の標高をみる
と（Yamashita and Maruyama, 2013），通年的な
水域としての河川・湖沼の周囲に，概ね標高20m
未満の，乾季には陸地だが雨季には浸水する季節
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的な水域が分布する．そして，その他の概ね標高
20m以上の地域は水没しない陸地である．ただし，
標高何m まで浸水するかは年によって異なるた
め，これはあくまでも目安である．

いずれにしろアマゾンは，地形的に，季節的に
浸水する低湿地のヴァルゼアと，一年中浸水しな
い台地のテラフィルメに大きく二分され，それぞ
れ異なる動植物相や水文・地質条件を有している．
アマゾンの人々は，このような性格の異なる生態
空間を季節的に巧みに利用しながら，日々の生業
活動を営んでいる．

写真１がヴァルゼア林である．この写真から，
ヴァルゼアでは地面と水面の高低差がほとんどな
いことが分かる．また一部の樹木が浸水している
が，このような樹木がもたらす木の実などが，魚
類など水域に生息する生物の食物にもなってお
り，森林と河川とが一体となったアマゾン特有の
生態系を形作っている．写真２が標高の高いテラ
フィルメ林である．アマゾンでは，ヴァルゼアは
河川沿いのわずかな土地のみであり，土地の大半

がテラフィルメである．写真３はアマゾン川沿い
のヴァルゼアに建つ家屋の写真である．雨季の浸
水に備えて高床式になっている．住民の主な交通
手段は船であり，どの家でも大体，自家用のカヌー
やボートを所有している．一方で陸路はほとんど
発達していない．

第１図　法定アマゾンの範囲と研究対象地域の位置
 （IBGE の資料より作成）

写真１　ヴァルゼア林
（2011年8月山下撮影）
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 Ⅲ　衛星画像を用いたベースマップの作成

アマゾンのように，大縮尺の官製地図の入手が
困難な地域においては，人工衛星画像がベース
マップのデータソースとして有効である．本稿で
は，日本の陸域観測衛星「だいち」の光学セン
サによって撮影されたAVNIR-2データをデータ
ソースとして使用した．AVNIR-2データは，４
バンド（青，緑，赤，近赤外）の波長帯によって
それぞれ観測されたデータの画像からなり，これ
らを合成することで，通常の光学写真のような
トゥルーカラー画像や，非可視領域の近赤外バン
ドを赤く強調したフォールスカラー画像などを作
成できる（山下，2014）．そのうち本稿では，主

にフォールスカラー画像を活用した．その理由は，
アマゾンのように熱帯雨林が卓越する地域におい
ては，森林と水域，市街地・農地を識別する際，
フォールスカラー画像の方がはるかに見やすいか
らである．

研究対象地域のフォールスカラー画像をベース
マップに使いながら，現地の住民から，主要な地
名や河川名などを聞取りし，研究対象地域の概要
および，調査対象とした事例農場の相対的な位置
などを把握した．第２図は，その聞取り調査によっ
て作成したマウエス周辺地域の主な河川の位置と
名称である．マウエスの人々にとって，主要な交
通手段は船であり，河川網はすなわち交通網でも
あるので，住民の生活行動や生業・生活における
環境利用の詳細を調査するにあたって，その位置
と名称を予め把握しておくことは必要不可欠であ
る．調査対象にした事例農家は，ヴァルゼアとテ
ラフィルメにそれぞれ土地を所有し，主に肉牛の
牧畜を営んでいる．乾季は肥沃なヴァルゼアの土
地で牛を自然放牧し，雨季になるとテラフィルメ
の土地へ牛を船に乗せて移動させている．

Ⅳ　事例農場における土地利用図と母屋周辺の施
設配置図の作成

Ⅳ－１　農場の土地利用図の作成
２つの農場のうち，テラフィルメに位置する農

場を対象に土地利用調査を行った．農場としての
所有地に関する詳細な地図のようなものは存在し
ないので，土地利用調査を実施するにあたり，ま
ず農場主に同行してもらい，所有地の範囲を画定
する作業を行った．GPS で軌跡を取りながら所
有地の境界に沿って航行し，隣接する他人の所有
地との境界で位置情報を取得した．第３図におい
て“BORDER1”などと記録されたところが，そ
の隣の所有地との境目で取得したGPS のウェイ
ポイントである．そうして画定された所有地の範
囲が第４図である．概ね河川が境界線となってい
るが，南東側は陸地上に引かれている．所有地内
の様子を背景の衛星画像で確認すると（第４図），

写真２　テラフィルメ林
（2011年8月山下撮影）

写真３　アマゾン川沿岸の家屋
（2011年8月山下撮影）
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濃い緑色が水域（河川），明るい緑色が農場（放
牧地，畑），赤色が森林である．もともとはすべ
て森林であったところの一部を焼畑で拓いて牧場
や畑地として利用している．

その農場内の詳細な土地利用を把握するため，
農場主に同行してもらい，農場内をGPS で軌跡
を取りながら歩き回り，土地利用の境界や牧柵の

端や角，独立樹など点状特徴物のところでウェイ
ポイントを取得しながら，その周囲のどの方角に
何があるのかをノートに記録していった（第５図，
第６図）．その調査結果に基づいて作成されたの
が，Yamashita and Maruyama （2013）のFig.4で
ある．

第２図　マウエス周辺地域の主な河川と事例農場の位置（2011年）
（ALOS の衛星画像をもとに聞取り調査により作成）
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Ⅳ－２　母屋周辺の施設配置図の作成
母屋の周辺には，農場主夫妻の生活や牛の管理

をするためのさまざまな施設が集中して立地して
いる．そこで次に，より大縮尺の地図として，そ
の母屋周辺の施設配置図を作成した．GPS で軌
跡を取りながら土地利用の境界や牧柵に沿って歩
き，建物や牧柵の角，牧柵のゲートや電柱など

点状特徴物のところでウェイポイントを取得し
（第７図），ノートに大雑把な施設配置の見取図を
描いていった（第８図）．その後，GPS データを
GIS で展開し，ノートの見取図と見比べながら正
確な施設配置図を作成した．そうしてできあがっ
たのがYamashita and Maruyama （2013）のFig.5
である．

第３図　農場周辺におけるGPS の記録

第４図　画定された所有地の範囲
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Ⅴ　おわりに

本稿では，ブラジルアマゾンの奥地に位置する
マウエスの日系農場を対象に，農場の土地利用図
と母屋周辺の施設配置図を作成する方法を紹介し
た．本稿で試みた調査手法は，簡便かつ汎用的な
ものであり，ブラジルアマゾン以外の多くの地域
における地理学的フィールドワークにも援用でき
るものである．

地理学は，空間的思考と生態的思考を合わせて
地域を分析・考察する学問である．本稿で試みら
れ提示された調査手法は，具体的な地域における
住民の生活様式を文化生態的視点から捉える手法
であり，まさに地理学的研究の基盤となるもので
ある．

第５図　農場内を踏査した軌跡の一部

第６図　農場内の現地踏査時に記録したノートの
一部
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　本研究には，平成22～25年度科学研究費補助金基盤研究（A）「フィールドワーク方法論の体系化－デー
タの取得・管理・分析・流通に関する研究－」（研究代表者：村山祐司，課題番号：22242027），および平
成23～27年度科学研究費補助金基盤研究（B）「ブラジル・アマゾンにおける低投入持続型農業の環境調和
性と内発的発展戦略」（研究代表者：丸山浩明，課題番号：23401039）を使用した．

第７図　母屋周辺を踏査した軌跡

第８図　母屋周辺の踏査時に記録した見取図
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